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保
存
図
書
と
し
て 

保
管
が
必
要
な
書
面
も

省
エ
ネ
基
準
の
説
明
義
務
化

の
狙
い
は
、
単
に
建
物
が
省
エ

ネ
基
準
の
適
合
の
確
認
、
結
果

を
建
築
主
に
伝
え
る
と
い
う
こ

と
だ
け
で
は
な
い
。
建
築
主
に

対
し
、
あ
ら
か
じ
め
省
エ
ネ
の

必
要
性
や
効
果
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
を
通
じ
て
、
省
エ
ネ
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
目
的
も

あ
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
う
し

た
狙
い
を
踏
ま
え
、
建
築
主
へ

の
説
明
に
つ
い
て
、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

１　

情
報
提
供
」「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

　

建
築
主
の
意
思
確
認
」「
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
３　

省
エ
ネ
性
能
の
評

価
」「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４　

評
価
結

果
の
説
明
」
と
い
う
４
つ
の
ス

テ
ッ
プ
で
進
め
る
と
い
う
考
え

方
を
示
し
て
い
る
。

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１　

情
報
提
供
」

で
は
、ま
ず
省
エ
ネ
の
必
要
性
、

効
果
情
報
の
提
供
を
行
う
。
国

土
交
通
省
で
は
、
情
報
提
供
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
省
エ
ネ

の
必
要
性
や
そ
の
効
果
の
内
容

に
つ
い
て
、「
パ
リ
協
定
を
踏
ま

え
た
我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
削
減
の
目
標
」「
建
築

省
エ
ネ
基
準
の
説
明
義
務
化
が
２
０
２
１
年
４
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
住
宅
事
業
者
に
と
っ
て
は
そ
の
目
的

を
し
っ
か
り
把
握
し
、適
切
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。た
だ
、こ
れ
ま
で
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
り
づ
ら
か
っ

た
の
も
実
情
だ
。
こ
う
し
た
な
か
で
、国
土
交
通
省
で
は
テ
キ
ス
ト
や
動
画
な
ど
の
説
明
ツ
ー
ル
を
用
意
し
、そ
の
説
明
の
仕
方
を
解

説
し
て
い
る
。今
回
は
国
土
交
通
省
の
資
料
か
ら
、説
明
義
務
化
の
目
的
や
概
要
、適
切
な
説
明
に
向
け
た
留
意
点
を
解
説
し
て
い
く
。

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
、 

情
報
提
供
を
実
践

主
の
努
力
義
務
」「
快
適
性
の

向
上
」「
光
熱
費
の
削
減
効
果
」

「
室
内
の
温
熱
環
境
と
健
康
へ

の
影
響
」
―
―
な
ど
の
７
つ
を

示
し
て
い
る
。

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２　

建
築
主
の
意

思
確
認
」
で
は
、
評
価
・
説
明

の
実
施
に
関
す
る
建
築
主
の
意

志
を
確
認
す
る
。

説
明
義
務
制
度
で
は
、
省
エ

ネ
基
準
の
適
否
を
説
明
す
る
う

え
で
、評
価
・
説
明
の
実
施
に
関

す
る
建
築
主
の
意
志
に
応
じ
、

書
面
の
作
成
や
保
存
が
必
要
と

な
る
。

建
築
主
が
評
価
・
説
明
を
希

望
す
る
場
合
は
、
建
築
主
か
ら

の
書
面
は
必
要
な
い
が
、評
価
・

説
明
を
不
要
と
し
た
場
合
、
建

築
主
が
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書

面
を
作
成
し
、建
築
士
に
提
出
。

さ
ら
に
、
建
築
士
は
書
面
を
建

築
士
法
に
基
づ
く
保

存
図
書
と
し
て
、
建

築
士
事
務
所
の
開
設

者
が
建
築
士
事
務
所

に
15
年
間
保
存
す
る

こ
と
と
な
る
。

モ
デ
ル
住
宅 

法
正
式
版
は 

４
月
ま
で
に
は 

公
開
へ

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３　

省

エ
ネ
性
能
の
評
価
」

で
は
、
省
エ
ネ
性
能

を
計
算
し
、
省
エ
ネ

基
準
に
適
合
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
評
価

を
行
う
。

建
物
の
具
体
的
な

省
エ
ネ
性
能
の
計
算

方
法
に
つ
い
て
は
、

「
標
準
計
算
ル
ー
ト
」

説明義務制度説明義務制度の4つのステップ

T O P I C S

長期優良住宅リフォーム補助、 
来年1月29日まで延長
国土交通省
国土交通省は令和2年度「長期優良住宅化リフォーム
推進事業」の交付申請期間を令和3年1月29日までに
延長する。これに合わせて事業者登録の受付期間も同
1月8日まで、住宅登録の受付期間も同1月22日まで延
長となる。

戸建用のエコガラスの割合が 
約84％に伸長
板硝子協会
板硝子協会がまとめた令和元年度の「複層ガラス・エコ
ガラス普及率調査」によると、新築戸建て住宅の複層ガ
ラス普及率は98.9％とほぼ全体に広まるとともに、エコ
ガラス（Low-E複層ガラス）は前年から約2.5ポイント
伸び、84.1％と過去最高となった。

スタートは
21年4月1日

から
事
前
相
談

設
計
契
約

基
本
設
計
・
実
施
設
計

STEP1
情報提供 情報提供

建築士 建築主

意思確認

意志表面書面
を保存※

評価

説明

説明書面の
写しを保存

省エネ意識
の向上

意志表明

※評価・説明は不要との
　意思表明があった場合に限る

説明書面
を受領

STEP２
建築主の意思確認

STEP３
省エネ性能の評価

STEP４
評価結果の説明

国土交通省では建築物省エネ法のWeb特設サイトを開設している
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/jutakukentiku_house_tk4_000103.html

「
簡
易
計
算
ル
ー
ト
」「
モ
デ
ル

住
宅
法
」「
仕
様
ル
ー
ト
」
の
４

つ
を
用
意
。こ
の
う
ち「
モ
デ
ル

住
宅
法
」
は
、
各
メ
ー
カ
ー
の

カ
タ
ロ
グ
に
記
さ
れ
た
部
位
の

外
皮
性
能
の
数
値
を
転
記
し
、

手
計
算
で
評
価
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
。
現
在
、
試
行
版
が

公
開
さ
れ
て
お
り
、
正
式
版
が

21
年
４
月
ま
で
に
公
開
さ
れ
る

予
定
だ
。

ま
た
、
省
エ
ネ
計
算
を
外
部

に
委
託
す
る
場
合
の
評
価
は
、

委
託
業
者
に
よ
る
計
算
結
果
を

踏
ま
え
て
建
築
士
の
責
任
で
行

う
必
要
が
あ
る
。

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４　

評
価
結
果
の

説
明
」
で
は
、「
省
エ
ネ
基
準
へ

の
適
否
」「
適
合
し
て
い
な
い
場

合
は
、
省
エ
ネ
性
能
を
確
保
す

る
た
め
の
措
置
」
の
書
面
を
交

付
し
説
明
を
行
う
。

書
面
は
、
建
築
士
法
に
基
づ

く
保
存
図
書
と
し
て
、
建
築
士

事
務
所
の
開
設
者
が
建
築
士
事

務
所
に
15
年
間
保
存
す
る
。
こ

の
た
め
、
建
築
主
に
対
し
て
交

付
し
た
書
面
は
説
明
を
行
っ
た

う
え
で
、
写
し
を
保
存
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

書
面
の
保
存
は
、
都
道
府
県

等
に
よ
る
建
築
士
事
務
所
の
立

ち
入
り
検
査
の
対
象
と
な
り
、

保
存
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
建

築
士
法
に
基
づ
く
処
分
の
対
象

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
省
エ
ネ
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
場
合
は
、
適
合
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
説

明
し
、
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
さ

せ
る
こ
と
を
促
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
例
え
ば

「
評
価
・
説
明
を
行
わ
な
い
」、

「
恣
意
的
に
評
価
や
説
明
を
実

施
し
な
い
方
向
に
誘
導
す
る
」、

「
建
築
士
の
責
任
で
評
価
を
行

わ
な
い
」「
説
明
書
面
を
交
付
す

る
の
み
で
、
特
筆
し
て
説
明
を

行
わ
な
い
」「
省
エ
ネ
性
能
を

高
め
る
た
め
の
措
置
の
具
体
的

な
説
明
が
な
い
」
等
の
説
明
方

法
は
法
令
に
反
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
し
て
注
意
を
促
し
て
い

る
。
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